























Risk of Riverside Urban Resort Developments 
and their Capitalists of Tourism in Meiji Era:
Focusing on the Collapse Cases of Arima Spa Resort and the Kagetsukadan Park 











































（墨堤, p73）とされた⑺。明治 40 年の地図⑻には三囲稲荷と牛の御前の背後に池沼が描かれ，養魚
池があった庵崎の名残を示している。写真－ 1 の拡大図には 180 番地（秋葉神社）⑼を取り囲むよ






























































当初の湯治から次第に遊興目的に変化していった様子が窺える。また 27 年 11 月遊び人の男が女
連れで「停車場より合乗車で向島の有馬温泉へ行き，四五日間の逗留に，思ふさま贅沢を尽し…









　しかし 30 年代に入ると 34 年の金融恐慌を底として景気が低迷を続け，遊興目的の顧客の減少
が有馬温泉の経営に打撃を与えた。31 年時点では「中之坊梶木源之助同店」であったが，電話
番号を継承しつつも何らかの事情で地元の金子元助⒂・勝太郎父子（向島請地町 182）に譲られた。







　元助の長子・勝太郎（三代坂東秀調）の家業は「有馬温泉，料理，旅泊　所得税 4 円 00 銭」（紳






























　その後の客筋の低下が窺える記事として 36 年 3 月逃亡中の犯人が「秋葉神社内有馬温泉に遊
び居る処を取押へられ」（M36.3.12 読売④）たり，37 年 3 月「向島なる有馬温泉の楼上に神田正則
学校外三校の生徒三四十名集まり，友人某の米国行送別会を開き…火鉢の地雷火の各所に爆発
し，吶喊の声はさしもの楼上を揺崩さんばかりの所へ急報に接して数名の警官駆付け漸く此場を
取鎮め」（M37.3.31 東朝⑤）た若者の悪戯や，38 年 4 月「病気にて温泉に入浴し度く思へど多分の
持合わせ」（M38.4.4 読売③）ない「怪しの兵士」の徘徊等も報じられている。41 年 7 月 11 日泉鏡
花，長谷川時雨ら文人・芸術家ら数十名が参加した「化物会」の最初の会合が有馬温泉で開催さ







温泉弁天合資会社は大正 2 年 4 月 1 日「料理業」（帝 T5, p223）を目的に本所区向島請地町 182 に
資本金 29,500 円で設立された。設立時の原始出資社員は文末の［表－ 1］の通り。









　また旧土地台帳を閲覧すると 44 年 3 月 28 日敷地の一部と推測される請地 182 番 1 は千葉ち
ゑ22から早川松之助（牛込区市ヶ谷船河原町）に移転するなど，広大な境内地 182 番地が数十筆に
細かく分筆され，林泉幽邃を誇った神域がただの町場に変じ，温泉地たる立地条件が失われたこ








　同社の存立時期は定款上満 20 ケ年，商業登記簿閉鎖は平成 2 年 6 月 14 日であるが平成までの
存続を意味しない。大正 5 年版まで毎年に掲載された『日本全国諸会社役員録』6 年，7 年版か
らは見当たらず，朝日・読売両紙への広告出稿も途絶えたことと併せ，この時期の同社の衰退・
休眠化を暗示していよう。荷風も『桑中喜語』の中で「秋葉神社のほとりには有馬温泉とよぶ連




























明治 32 年 5 月「自分の社会に奉仕すべきひとつの事業」（国勢, p63）として「都人の静養を為す
便宜としての，一つの遊園地を経営せん」（国勢, p63）と「向島寺島村辺は将来繁昌すべき土地な
りとの見込みをつけ」（M35.6.21 都③），当時人家も稀な低湿地の同村大字寺島字堤外 2777 番外の

























































面記事がある。桜組製革場は明治 4 年以降隅田川岸に立地（墨堤, p139），近くにある近代的大工





差出すべく候。向島花月華壇」（M35.9.29 東朝⑧）とのドイツ原産の Dachshund らしき絵入りの
高額懸賞金広告からも，愛犬同伴の長期滞在外人客の存在が裏付けられよう。
　以下，33 年 4 月 5 日開業以来の利用客に関する断片的情報を年代順に羅列する。まず① 34 年




親会を開きたり」（M34.4.5 東朝③）。7 月 24 日の広告で「花月花壇の朝顔其他いろいろの草花うつ
くしく咲出，貴紳令嬢の御遊覧を賜り度冀上候。和洋割烹墨堤花月華壇電話浪花一千九百六十七
番」（M34.7.24 東朝④）と季節の草花を宣伝した。7 月 28 日花月の主人平岡の案内で「横浜の某大
尽」（M34.8.1 東朝⑤）が新橋芸者ら総勢 28 名を引き連れ，「日光はおっくうなり。箱根は混雑し
さうなり。寧ろ向島の花月華壇へ行き川風に簾を捲かせ」（M34.8.1 東朝⑤）ようと川涼みを楽し




















記事もある。9 月 14 日「金物商大懇親会の景況　昨日向島花月花壇にて催したる同会は午前九
時に開会…十二時頃より手品並びに烟花を余興に供し，時々奏楽ありて出席者一千五百名，頗る





　③ 36 年～ 38 年の 3 年間には利用客情報が激減，僅かに 36 年 9 月 11 日から 13 日毎日朝 8 時
から夕方 5 時まで東京向島花月華壇でキリスト教徒の大集会29があった程度である。おそらく 35
年「向島の花月華壇が大洪水で流失」（花月, p329）した後遺症や，戦時中で利用客も激減したた
めであろう。
　④営業最終年度の 39 年には 4 月 8 日「日本橋小舟町二丁目の小倉石油商店30…は花月華壇を
占領し招待せし花主千三百名を駒形河岸より数回に華壇へ送り込み，種々なる余興等もありて当
日第一の大連なり」（M39.4.9 東朝④）と報じられた。このため「本日…貸切り申候に付…入園謝
絶の不得止儀と相成候」（M39.4.8 東朝①）と 4 月中有効な「祝捷紀念観桜券」購入者宛に広告し，
5 月東京書籍商組合は「花月華壇ニ於テ戦死者追弔祭ヲ挙行シ遺族ヘ弔慰金若干ヲ贈」31るなど，
確実に営業が確認できる。11 月 13 日華壇で聖書関係者集会が開かれ 20 名が参加32との情報や，
池上で開催の「弊壇東京競馬会へ出張店相設け候処，多大の御贔屓に預り難有御礼申上候」










































40 年 4 月精華堂が発行した「大日本東京全景之図」35には梅若社・木母寺と小松島との間に華壇
らしい建物は描かれていない。一時名声天下を圧した鈴久も 40 年 1 月「株式市場は沈衰して，
権利株券の市価は暴落せり，成金党の旗頭たる鈴木久五郎すら，十万二十万の現金の支出に苦む





の渇仰の目標となって彼が成功の経路，人為，気焔は当時天下を風靡した」（T11.8.30 ～ 9.7 国民）
が「槿花一朝の夢と消えて彼は多くの青年を毒し多くの青年を過った不届者と悪罵された」









壇の跡地の一部と推測される隅田村字堤外 1409 番地の土地は大正 9 年 4 月三菱合資から日本活













想を語った明治 43 年 11 月以前の新聞雑誌には連日鈴久の成金ぶりが報じられていたので，相場
界を知る谷崎も関心を持って読んだ可能性が高い。40年3月1日本拠たる鈴木銀行が取付に遭遇，



































































表－ 1　有馬温泉弁天合資会社の原始出資社員 9 名の一覧表
＊無限・代表社員　奥田正義［本所区向島須崎町 93 番地，6,500 円］
　有限・菅谷豊次郎［南葛飾郡吾嬬村字請地 226 番地，2,500 円／ 10 年前開業の土木建築請負，大正 2 年
度所得税 6 円，商内高未詳，正味身代「無」，信用の程度「普通」（商工, p540），大正 5 年では有馬温泉
弁天の支配人（帝 T5, p223）］
＊有限・前野勝三郎［本所区向島請地町 120 番地，2,500 円］
＊有限・菅谷ユウ［南葛飾郡吾嬬村字請地 226 番地，1,000 円／菅谷豊次郎の同居人］
　有限・岩本半三郎［芝区愛宕下町 1 丁目 1 番地，5,000 円／ 50 年前開業の洋家具及玉突台，大正 2 年度
所得税 71 円，商内高 35,000 ～ 50,000 円，正味身代「1 ～ 2 万円」，信用の程度「普通」（商工, p27）］
＊無限・金子エイ［本所区向島請地町 182 番地，6,000 円／元持主の金子勝太郎（昭和 10 年 9 月死亡。家
族名には該当なし）や実父の金子元助（大正 9 年 3 月病死）との関係未詳ながら，住所が向島請地町 182
であり，金子一族かと推定される。］
　有限・金坂弥惣次［京橋区南鍋町 2 丁目 4 番地，2,500 円／ 13 年前開業の金屏風及家具，大正 2 年度所
得税 11 円，商内高 3,000 ～ 5,000 円，正味身代「負債」，信用の程度「取引停止」（商工, p183）］
＊有限・服部竹治郎［浅草区北富坂町 17 番地，2,500 円］
＊有限・石附鉄三郎［本所区松井町 3 番地の 5，1,000 円］
［凡例］　＊印は『商工信用録』（大正 3 年，東京興信所）に記載なし。
［史料］ 　有馬温泉弁天合資会社閉鎖登記簿（登記番号第五四四四号）謄本（東京法務局墨田出張所）を『商
工信用録』や諸 T5 上, p334，帝 T5, p223 等で補完
注
⑴　『谷崎潤一郎集』『日本近代文学体系』第 30 巻，角川書店，昭和 46 年，p132 ～ 134 所収
⑵　佐藤忠男「日本映画の成立した土台」今村昌平ほか編『日本映画の誕生　講座日本映画 1』岩波書店，
昭和 60 年，p6 ～ 7
⑶　拙稿「嵯峨・嵐山の観光先駆者─風間八左衛門と小林吉明らによる嵐山温泉・嵯峨遊園両社を中心に─」
「企業勃興期における京都観光資本家の目論見と違算─料亭・嵐山三軒家株式会社の発起を中心に─」『跡




大正 3 年，東京興信所／［頻出資料］外史…前島康彦編『墨東外史　すみだ』墨田区，昭和 42 年，区史




成 5 年，墨堤…『新撰東京名所図会　第十二編，墨田堤之部（中）』『風俗画報』増刊，東陽堂，明治 31
年（昭和 44 年睦書房復刻），華壇…平岡広高編『墨堤花月華壇営業案内』小川一真印刷，明治 33 年 4 月，




第 30 巻，角川書店，昭和 46 年，花月…斎藤美枝『鶴見花月園秘話　東洋一の遊園地を創った平岡廣高』
鶴見区文化協会，平成 19 年，怪談…東雅夫　『江戸東京怪談文学散歩』角川選書 428，角川学芸出版，平
成 20 年
⑸　先代の梶木源次郎（明治以降は源治郎）は文化 9 年生れ，有馬郡湯山村庄屋等を経て，明治元年（「中
の坊と有馬温泉の今昔」「中の坊瑞苑」公式ホームページ http://www.zuien.jp 平成 23 年 7 月 10 日検索）
老舗旅館「中の坊」から営業権を継承し開業した。梶木は明治 5 年（60 才）で初代湯山町長となり，6 年
杉ケ谷の炭酸泉源を開発し「炭酸水」として観光客に販売した功績を讃える顕彰碑が炭酸泉源公園内に建
つ。源之助（源次郎長男）が明治 25 年 1 月 20 日家督相続し，30 年時点で「中之坊」二代目館主であった。
（野崎左文『漫遊案内』明治 30 年，p217）湯の花を移し本家の著名温泉を名乗る「疑似温泉」全般は稿
を改めたい。







部其三，『大日本名所図会』東陽堂，第 62 号，明治 41 年，p163）とある。
⑻35　「大日本東京全景之図」明治 40 年 4 月精華堂発行（『荷風全集（全三十巻）』付録『荷風文学地図』岩
波書店，平成 5 年所収）
⑼　法務局墨田出張所備付の請地町の旧地籍図によれば，地目「社地」の 180 番（秋葉神社）から分筆され
た 180 番 3 などを含む現向島五丁目と，東武鉄道敷地を含む現押上二丁目に二分割された模様で，旧土地



















morike.htm 平成 23 年 7 月 10 日検索）
⒄　大正 3 年 8 月 30 日永井荷風と八重は因縁深い有馬温泉（妻の養家＝自宅での挙式に近い）で敢えて挙
式せず，無理やりに「八百善」に依頼して開いたことも，末期の有馬温泉と金子家との疎遠な関係（むし
ろ対立関係か）を示唆しているのではなかろうか。
⒅　松永和楓「交際が下手」『演芸画報』第 24 巻，第 6 号，演芸画報社，昭和 5 年 6 月，p105
⒆　江橋信は 31 年時点では下谷区上野町 2 丁目 22 会社員，所得税 4 円 01 銭（紳 M31, p441）




23　「久保田」は久保田鉄工の敷地（昭和 31 年 8 月取得した隅田町一丁目 1409 番地）。




2528　尾崎三良『尾崎三良自叙略伝』下巻，中央公論社，昭和 52 年，p220, p219
26　近衛篤麿『近衛篤麿日記　第 4 巻』近衛篤麿日記刊行会，鹿島研究所出版会，昭和 43 年，p121
27　島田昌和「明治後半期における経営者層の啓蒙と組織化」『経営論集』10 巻 1 号，文京学院大学，平成
12 年 12 月，p18
2932　「大集会・聖書講習会一覧」「キリスト同信会 100 年史年表」www.doshinkai.org/index.php?option=









社，昭和 40 年 9 月，中央公論社，p288
36　41 年 8 月 15 日森鴎外は文部省直轄学校教授（紳 M31, p155）の「荻野由之と花月華壇に会す」（森林太






39　平岡の花月楼は明治 32 年 6 月ころ初期の活動写真「芸妓手踊り」等の舞台として度々登場する。（入江
良郎「最古の日本映画について──小西本店製作の活動写真」『東京国立近代美術館研究紀要』13 号，平
成 21 年 3 月，p78 以下。新奇を好む平岡側の働き掛けの可能性を示唆しよう。
40　同様な立地の嵐山の嵐峡館の「やり手」経営者だった中路明の孫にあたる中路裕氏は中路「重之さんご
夫婦（明の父母）は昭和 26 年 7 月 11 日，嵐山の山津波で亡くなっています。嵐峡館も押しつぶされてい
ます」（2010 年 9 月 15 日筆者宛私信）と山津波リスクの恐ろしさを証言する。
41　加藤銀行は明治 34 年福島県坂下町に加保銀行として設立，36 年 10 月改称，42 年「取付ニ遭ヒテヨリ
経営困難トナリ…整理シツツアリシモ，資金ノ融通絶ヘ」（大蔵省『銀行事故調・全』（渋谷隆一監修復刻
解題），駒沢大学『経済学論集』第 6 巻臨時号，昭和 51 年 3 月，p60）大正元年 8 月 5 日休業した。
42　東雅夫氏が「怪談会に打ち興じた幽邃郷は，やがて下町の住民たちが憩う銭湯に姿を変えて，平成の世
まで生きながらえていた」（怪談, p67）と推定した「公衆入浴の業務」目的の株式会社有馬温泉（向島 5











45　拙稿「跡見流こだわり旅」『跡見学園女子大学観光マネジメント学科紀要』創刊号，平成 23 年 3 月，
p1
